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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
私
の
わ
が
ま
ま
に
付
き
合
っ
て
貰
っ
て
」

　「
別
に
構
わ
な
い
わ
よ
。
私
だ
っ
て
コ
ロ
ン
に
人
類
種
の
生
体
構
造
を
知
る
た

め
の
研
究
に
付
き
合
っ
て
貰
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
お
あ
い
こ
よ
」

　「
で
も
、
そ
の
せ
い
で
貴
女
は
・
・
・
」

　「
い
い
の
よ
、
貴
女
の
一
族
を
護
れ
る
と
思
え
ば
例
え
１
０
０
０
年
や
２
０
０

０
年
。
そ
れ
に
貴
女
が
言
う
べ
き
言
葉
は
謝
罪
で
は
な
い
で
し
ょ
う
?
」

　「
ふ
ふ
っ
、
そ
う
ね
。
あ
り
が
と
う
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
国
と

＊
＊
＊
家
の
こ
と
を
お
願
い
ね
」
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そ
の
他

ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
設
定
。
ス
パ
ロ
ボ
式
能
力
表

　　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア

　
全
長
：
１
．
６
２
ｍ

　
重
量
：
０
．
０
４
５
ｔ
　

　
Ｓ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
．
２
Ｓ

　　
機
体
能
力

　（
無
改
造
時
＝
制
限
時
）
↓
（
１
０
段
階
改
造
時
＝
制
限
時
）

　
Ｈ
Ｐ
：
６
２
０
０
↓
８
８
０
０

　
Ｅ
Ｎ
：
２
５
０
↓
３
５
０

　
装
甲
値
：
２
３
０
０
↓
３
０
０
０

　
運
動
性
：
１
７
０
↓
２
３
０

　
照
準
値
：
１
８
０
↓
２
４
０

　
地
形
適
正
ー
空
：
Ｓ
．
陸
：
Ａ
．
海
：
Ｂ
．
宇
：
Ｓ

　
移
動
：
６

　
タ
イ
プ
：
空
陸

　
特
殊
能
力
：
撃
破
学
習
。
Ｅ
Ｎ
回
復
（
大
）。
ジ
ャ
ミ
ン
グ
機
能
。
久
遠
第
四
加

護
。

　
捕
捉

　【
撃
破
学
習
】

　
敵
機
破
壊
で
取
得
す
る
経
験
値
を
１
．
２
５
倍
に
す
る
。

久
遠
第
四
加
護

ク
ー
・

リ
・

ア

ン

セ

　【

】

　
５
０
０
０
ま
で
の
ダ
メ
ー
ジ
を
無
効
に
す
る
。

　
気
力
１
５
０
で
７
５
０
０
ま
で
の
ダ
メ
ー
ジ
を
無
効
に
す
る
。

　
Ｅ
Ｎ
消
費
、
１
５

　　
武
器
性
能

　
格
闘
：『
偽
典
・
天
移
』
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弾
数
、
ー
ー
ー
／
ー
ー
ー

　
消
費
Ｅ
Ｎ
、
１
０
（
２
５
０
）

　
必
要
気
力
、
ー
ー
ー
／
ー
ー
ー

　
必
要
ス
キ
ル
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　
地
形
適
応
、
空
：
Ｓ
、
陸
：
Ａ
、
海
：
Ｂ
、
宇
：
Ｓ
、

　
攻
撃
力
：
３
５
０
０
↓
５
１
０
０
、

　
射
程
：
１
〜
２
、

　
命
中
：
＋
２
０
、

　
Ｃ
Ｒ
Ｔ
：
＋
１
０
、

　【
戦
闘
時
セ
リ
フ
】

偽
典
・
天
移

シ
ュ
ラ
ポ
ク
リ
フ
ェ
ン

典
開
レ
ー
ゼ
ン

　『【

】
ー
ー
【

】
ー
ー
こ
れ
が
、
高
速
戦
闘
の
極
致
!
↓
（
撃

破
時
）
う
ん
、
今
日
も
絶
好
調
‼
（
未
撃
破
時
）
あ
れ
?
調
子
悪
い
?
メ
ン
テ
し

な
き
ゃ
。』

　
射
撃
：『
偽
典
・
天
撃
』

　
弾
数
、
ー
ー
ー
／
ー
ー
ー

　
消
費
Ｅ
Ｎ
、
３
０
（
２
５
０
）

　
必
要
気
力
、
１
１
５
（
１
５
０
）

　
必
要
ス
キ
ル
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　
地
形
適
応
、
空
：
Ｓ
、
陸
：
Ｓ
、
海
：
Ｓ
、
宇
：
Ｓ
、

　
攻
撃
力
：
４
７
０
０
↓
６
３
０
０
、

　
射
程
：
２
〜
７
、

　
命
中
：
＋
５
、

　
Ｃ
Ｒ
Ｔ
：
＋
１
０
、

　
特
殊
効
果
、
バ
リ
ア
貫
通
。
サ
イ
ズ
差
補
整
無
視
。

　【
戦
闘
時
セ
リ
フ
】

典
開
レ
ー
ゼ
ン

偽
典
・
天
撃

ヒ
ー
メ
ア
ポ
ク
リ
フ
ェ
ン

　
１
　『【

】
天
翼
種
か
ら
学
ん
だ
一
撃
よ
。【

】
↓
（
撃
破
時
）

味
方
は
、
よ
し
巻
き
込
ん
で
な
い
わ
ね
。（
未
撃
破
時
）
や
ば
ぁ
〜
、
仕
留
め
損
ね

た
。』

偽
典
・
天
撃

ヒ
ー
メ
ア
ポ
ク
リ
フ
ェ
ン

典
開
レ
ー
ゼ
ン

　
２
　『
　【

】
ー
ー
【

】
ー
ー
【
照
準
・
偏
差
補
正
・
固
定
】
ー
ー

【
発
射
】
↓
（
撃
破
時
）
対
象
の
消
滅
を
確
認
。（
未
撃
破
時
）
対
象
の
健
在
を
確

認
。』
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射
撃
：『
偽
典
・
焉
龍
哮
』

　
弾
数
、
３
／
３
、

　
消
費
Ｅ
Ｎ
、
４
５
（
２
５
０
）

　
必
要
気
力
、
１
３
０
（
１
５
０
）　

　
必
要
ス
キ
ル
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　
地
形
適
応
、
空
：
Ｓ
、
陸
：
Ａ
、
海
：
Ｂ
、
宇
：
Ａ
、

　
攻
撃
力
：
５
３
０
０
↓
６
９
０
０

　
射
程
：
３
〜
９
、

　
命
中
：
±
０

　
Ｃ
Ｒ
Ｔ
：
±
０

　
特
殊
効
果
、
バ
リ
ア
貫
通
。
サ
イ
ズ
差
補
整
無
視
。

　【
戦
闘
時
セ
リ
フ
】

典
開
レ
ー
ゼ
ン

偽
典
・
焉
龍
哮

エ
ン
ダ
ー
ポ
ク
リ
フ
ェ
ン

　
１
　『【

】
龍
王
の
断
末
魔
が
聴
こ
え
る
か
し
ら
?
。【

】
↓

（
撃
破
時
）
聞
こ
え
・
・
・
て
る
わ
け
な
い
か
。（
未
撃
破
）
や
っ
ぱ
り
全
力
値
に

は
遠
い
わ
ね
・
・
・
』

典
開
レ
ー
ゼ
ン

　
２
　『
私
、
こ
れ
あ
ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
の
よ
ね
。【

】・
・
・

偽
典
・
焉
龍
哮

エ
ン
ダ
ー
ポ
ク
リ
フ
ェ
ン

【

】。
↓
（
撃
破
時
）
ほ
ら
、
何
も
残
ら
な
い
。（
未
撃
破
時
）
お
互

い
運
が
な
い
わ
ね
』

　　
パ
イ
ロ
ッ
ト
名
称
：
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア

　
特
殊
ス
キ
ル
：
サ
イ
ズ
差
補
正
無
視
Ｌ
２
。
精
神
耐
性
。
接
触
不
可
危
種
。

極
。

　
捕
捉

　【
接
触
不
可
危
種
】

　
気
力
：
１
４
０
で
発
動
。
武
器
攻
撃
力
＋
３
０
０
。
運
動
性
＋
２
０
。
照
準
値

＋
２
０
。

　
精
神
コ
マ
ン
ド
：
加
速
（
１
５
）。
狙
撃
（
２
０
）。
愛
（
４
５
）。
か
く
乱
（
４

５
）。
分
析
（
２
０
）。
魂
（
５
０
）。

　
一
話
時
点
で
は
、
加
速
、
狙
撃
の
み
。

　　
Ｌ
ｖ
１
時
（
一
話
）
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能
力
：
格
闘
１
６
０
．
射
撃
１
９
０
．
技
量
２
１
０
．
防
御
１
７
０
．
回
避
１

２
０
．
命
中
１
３
０
．

　　
登
場
作
品
、
ノ
ー
ゲ
ー
ム
ノ
ー
ラ
イ
フ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
）

　
異
世
界
、
デ
ィ
ス
・
ボ
ー
ド
出
身
の
エ
ク
ス
マ
キ
ナ
。
い
わ
ゆ
る
機
械
生
命
体

に
当
た
る
が
本
人
か
ら
は
機
械
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
感
情
が
豊
か
。
よ
く
他
の

機
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
入
し
自
分
に
有
用
と
判
断
し
た
武
器
や
設
計
を
見
る

癖
が
あ
る
。
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開
始

盤
上
か
ら
の
消
失

　　
あ
ら
ゆ
る
武
力
が
『
十
の
盟
約
』
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
、
全
て
が
ゲ
ー
ム
で
決

盤
上
の
世
界

デ
ィ

ス
・

ボ
ー

ド

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

ま
る
世
界
。
そ
の
世
界
の
名
は
『

』。
其
処
で
起
き
た

の
全

『
　
　
　
』

く

う

は

く

機
凱
種

エ
ク
ス
マ
キ
ナ

権
代
理
者

と

の
一
団
。
そ
し
て
二
者
の
ゲ
ー
ム
の
生
贄
に
さ

神
霊
種

オ
ー
ル
ド
デ
ウ
ス

れ
た
『

』
の
少
女
、
帆
楼
。

『
　
　
　
　
』

空

と

白

　
ま
あ
、
そ
ん
な

の
茶
番
劇
も
終
わ
り
を
告
げ
、
殆
ど
の
機
凱
種
は

去
っ
て
い
っ
た
が
ま
だ
そ
の
場
を
後
に
し
て
い
な
い
者
が
二
人
い
た
。

意
志
者

シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー

　「【
仮
定
】
先
の
ゲ
ー
ム
に
て
破
棄
指
定
さ
れ
た
愛
。『

』
に
対
す
る
も
の

限
定
な
ら
」

　
玉
座
の
後
ろ
か
ら
抑
揚
の
無
い
声
で
一
同
を
驚
か
せ
。

ご
主
人
様
へ
の
愛
は

・
・
・
・
・
・
・
・

　「【
推
論
】

破
棄
さ
れ
な
い
当
機
用
の
抜
け
穴
と
推
測
。
そ

う
に
決
ま
っ
て
る
」

　
光
学
迷
彩
的
な
、
デ
タ
ラ
メ
を
使
い
。
玉
座
裏
か
ら
ぬ
ぼ
ー
と
、
あ
や
め
色
の

髪
と
ス
カ
ー
ト
を
な
び
か
せ
る
一
体
の
メ
イ
ド
ロ
ボ
と
。

機
凱
種
き
っ
て
の
異
端
児

イ

ミ

ル

ア

イ

ン

　「【
再
認
】

は
痛
い
姉
で
あ
る
」

　
さ
ら
に
ま
た
光
学
迷
彩
的
な
デ
タ
ラ
メ
で
隠
れ
て
い
た
の
か
、
根
元
で
纏
め
た

膝
ま
で
届
く
ダ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
の
髪
と
青
色
の
服
に
白
い
パ
レ
オ
の
よ
う
な
ス

カ
ー
ト
を
な
び
か
せ
た
機
凱
種
が
現
れ
る
。

　「【
確
定
】
及
び
【
再
認
】
ご
主
人
様
は
当
機
に
惚
れ
て
い
る
。
ば
ー
ん
」

　
だ
が
、
イ
ミ
ル
ア
イ
ン
は
後
か
ら
現
れ
た
機
凱
種
を
無
視
し
て
空
に
無
表
情
で

の
ウ
イ
ン
ク
と
い
う
逆
に
器
用
な
仕
草
で
、
ハ
ー
ト
的
な
何
か
の
発
射
を
口
に
し

た
。

射
撃
だ
ん
て
い

　
だ
が
的
外
れ
な

に
『
ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
』
と
、
頭
上
に
表
記
さ
れ
た
空
が
声
を
あ

げ
る
。

「
イ
ミ
ル
ア
イ
ン
?
え
、
お
前
も
い
た
の
⁉
つ
ー
か
、
横
の
誰
だ
よ
‼
」

　「【
肯
定
】
ず
っ
と
」

　「【
開
示
】
当
機
識
別
番
号
Ｒ
ｆ
０
０
０
Ｊ
ｂ
７
Ё
２
８
ａ
４
『
全
環
境
適
応
連

結
体
最
終
情
報
集
積
個
体
』
及
び
『
機
凱
種
最
終
番
個
体
』。
盟
友
コ
ロ
ー
ネ
・
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ド
ー
ラ
に
よ
り
承
け
た
名
は
。
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
。
盟
友
コ
ロ
ー
ネ
・
ド
ー
ラ
と
の

誓
い
の
履
行
を
確
認
し
に
来
た
」

　
イ
ミ
ル
ア
イ
ン
は
ず
っ
と
い
た
と
。
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
と
名
乗
っ
た
機
凱
種
は

盟
友
と
の
誓
い
を
確
認
し
に
来
た
の
だ
と
。

　「
は
、
コ
ロ
ー
ネ
・
ド
ー
ラ
?
お
い
ス
テ
フ
。
そ
の
名
前
っ
て
お
前
の
先
祖
の
名

前
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
?
」

　「
え
え
、
確
か
に
コ
ロ
ー
ネ
・
ド
ー
ラ
は
先
祖
に
当
た
り
ま
す
が
。
何
故
機
凱
種

が
エ
ル
キ
ア
建
国
の
女
王
と
盟
友
関
係
に
な
り
ま
す
の
?
」

遺
志
体

プ
ラ
イ
ヤ
ー

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

　「【
回
答
】
大
戦
終
結
後
。『

』
の
願
い
を
果
た
す
た
め

コ
ロ
ー

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

ネ
・
ド
ー
ラ
と
接
触
。
の
ち
、

及
び
ド
ー
ラ
家
の
存
続
を
盟
約
と
し
。
再

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

機
凱
種

エ
ク
ス
マ
キ
ナ

び

と

に
誓
い
が
結
ば
れ
る
ま
で
エ
ル
キ
ア
に
て
ド
ー
ラ
家
の
血

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

を
絶
さ
ぬ
こ
と
を

コ
ロ
ー
ネ
・
ド
ー
ラ
と
の
誓
い
と
し
た
」

　
機
凱
種
と
の
ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
て
か
ら
現
れ
た
こ
の
機
凱
種
の
話
を
纏
め
る

と
遺
族
の
遺
言
に
従
い
コ
ロ
ー
ネ
・
ド
ー
ラ
に
接
触
。
そ
の
後
ず
っ
と
エ
ル
キ
ア

に
い
た
事
に
な
る
。

　「【
提
案
】
も
う
、
普
通
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
い
で
す
か
?
」

　
そ
の
言
葉
に
一
同
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
を
見
な
が
ら
呆
け
る
。

　「
え
、
普
通
に
喋
れ
る
ん
で
す
の
?
」

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

　「【
肯
定
】
大
戦
後

の
中
に
て
活
動
【
補
足
】
コ
ロ
ー
ネ
・
ド
ー
ラ
の
協

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

力
と
研
究
の
結
果
、
当
機
は

の
肉
体
を
生
成
す
る
こ
と
に
成
功
。
先
代
機

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

は

の
肉
体
で
活
動
」

　
さ
ら
り
と
以
前
に
イ
マ
ニ
テ
ィ
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
と
の
た
ま
う
ス
テ
ル

ヴ
ィ
ア
。

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

　「
ち
ょ
っ
と
ま
て
、

の
肉
体
で
活
動
し
て
い
た
と
い
う
が
そ
れ
で
な
に

を
し
て
た
ん
だ
?
」

　「【
存
続
】
ド
ー
ラ
家
直
系
の
男
子
に
相
手
が
出
来
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
次

世
代
へ
の
母
胎
が
有
機
体
に
お
け
る
当
機
の
役
割
」

　「
ド
ー
ラ
家
の
母
胎
っ
て
。
す
こ
し
お
聴
き
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か

?
」

　「【
了
承
】
当
機
に
答
え
ら
れ
る
な
ら
」

　「
最
後
に
母
胎
と
し
て
の
役
割
を
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
の
?
」
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　「【
回
答
】
最
後
に
母
胎
と
し
て
使
用
し
た
の
は
、
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ド
ー
ラ
の

母
胎
と
し
て
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
い
な
い
の
か
。
つ
ま
り
は
自
分
は
ス

テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ド
ー
ラ
の
母
親
だ
と
言
っ
た
も
同
然
の
事
に
い
い
放
ち
、
ま
わ
り

を
絶
句
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

　「
え
っ
と
、
つ
ま
り
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
さ
ん
は
私
の
お
母
様
と
い
う
こ
と
で
よ

ろ
し
い
で
す
の
?
」

　「【
肯
定
】
及
び
【
否
定
】
確
か
に
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ド
ー
ラ
を
産
ん
だ
の
は
当

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

機
凱
種

エ
ク
ス
マ
キ
ナ

機
だ
が
、
現
在
当
機
の
肉
体
は

の
も
の
で
は
な
く

の
も
の
で
あ
る

た
め
、
肉
体
的
な
繋
が
り
は
な
い
」

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

　「
で
し
た
ら
私
を
産
ん
だ

の
肉
体
は
ど
う
さ
れ
た
ん
で
す
の
?
」

人
類
種

イ
マ
ニ
テ
ィ

　「【
廃
棄
】

の
肉
体
は
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ド
ー
ラ
を
排
出
し
た
後
、
全
て

の
役
割
を
終
え
生
命
活
動
を
停
止
。
ド
ー
ラ
家
の
者
に
よ
り
丁
重
に
埋
葬
さ
れ

た
」

　
当
時
、
イ
マ
ニ
テ
ィ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
肉
体
は
ス
テ

フ
ァ
ニ
ー
・
ド
ー
ラ
を
産
む
と
い
う
役
割
の
為
に
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
。

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ド
ー
ラ
を
産
む
と
い
う
行
為
の
為
に
全
て
の
力
を
使
い
、
そ
れ

が
履
行
さ
れ
れ
ば
そ
の
役
割
を
終
え
生
命
活
動
を
停
止
し
機
凱
種
の
肉
体
に
意

識
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　「
そ
う
で
す
の
。
道
理
で
お
母
様
の
こ
と
を
お
爺
様
や
お
父
様
に
聞
い
て
も
教

え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
す
の
ね
」

　
ス
テ
フ
は
自
分
の
胸
の
う
ち
に
出
来
た
感
情
を
堪
え
る
よ
う
に
僅
か
に
顔
を

下
に
向
け
る
。

　「【
再
提
】
も
う
、
普
通
に
し
ゃ
べ
っ
て
も
」

　「
あ
あ
、
そ
う
言
え
ば
そ
ん
な
こ
と
も
言
っ
て
た
な
。
そ
れ
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
、

お
前
が
喋
り
や
す
い
方
で
い
い
だ
ろ
」

　「【
了
承
】
当
機
の
言
語
内
容
を
変
更
す
る
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
す
こ
し
長
め
に
目
を
閉
じ
る
、
と
い
っ
て
も
二
・
三
秒
だ
が
。

そ
し
て
目
を
開
け
る
と
。

　「
ふ
ぅ
、
や
っ
ぱ
り
機
凱
種
の
言
語
は
一
度
離
れ
る
と
め
ん
ど
く
さ
い
わ
ね
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
言
語
を
変
え
る
と
や
れ
や
れ
と
い
っ
た
感
じ
の
仕
草
を
す

7



る
。

　「
そ
れ
が
あ
ん
た
の
イ
マ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
言
葉
使
い
か
?
」

　「
変
わ
り
・
・
・
す
ぎ
」

　「
そ
れ
は
そ
う
よ
、
私
が
何
年
エ
ル
キ
ア
で
過
ご
し
て
る
と
思
っ
て
い
る
の
。

イ
マ
ニ
テ
ィ
と
し
て
生
き
て
い
た
年
月
だ
っ
て
１
０
０
年
や
２
０
０
年
じ
ゃ
利

か
な
い
ん
だ
か
ら
。
言
葉
使
い
も
そ
れ
な
り
に
な
る
わ
よ
」

　「
そ
う
ゆ
う
も
の
で
す
の
?
」

　「
そ
う
ゆ
う
も
の
よ
。
ほ
ら
、
人
類
種
の
集
団
の
中
で
機
凱
種
の
言
葉
使
い
を

し
て
る
の
が
い
た
ら
怪
し
い
で
し
ょ
?
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
言
動
は
機
凱
種
と
し
て
は
あ
れ
で
あ
る
が
確
か
に
イ
マ
ニ

テ
ィ
の
集
団
の
中
で
機
凱
種
の
し
ゃ
べ
り
方
は
違
和
感
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

　「
確
か
に
怪
し
い
な
。
そ
れ
が
本
当
に
人
類
種
な
ら
病
院
案
件
だ
ろ
う
」

　
言
葉
の
使
い
方
で
病
院
案
件
と
言
っ
た
空
に
は
誰
も
反
応
せ
ず
。

　「
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
・
・
・
に
、
質
・
・
・
問
」

　「
な
ん
で
す
?
」

　
白
が
質
問
を
投
げ
か
け
る
。

　「
な
ん
で
・
・
・
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
、
見
た
め
、
エ
ク
ス
マ
キ
ナ
・
・
・
っ
ぽ
く
、

な
い
」

　
白
の
質
問
に
一
同
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
を
あ
ら
た
め
て
監
察
す
る
。
確
か
に
ス

テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
姿
は
他
の
機
凱
種
と
は
違
い
機
械
部
分
が
露
出
し
て
お
ら
ず
。

見
た
め
は
人
類
種
と
言
わ
れ
れ
ば
信
じ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
で
あ
る
。

　「
な
ん
で
っ
て
、
目
立
つ
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
に
露
出
し
て
る
部
分
か
ら
砂
や
埃

が
入
っ
て
シ
ョ
ー
ト
し
た
く
な
い
し
」

　「
理
由
が
普
通
す
ぎ
て
面
白
く
な
い
な
」

　「
別
に
面
白
く
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
け
ど
。
そ
れ
で
?
そ
ろ
そ
ろ
本
題
に

入
っ
て
い
い
か
し
ら
?
。
と
い
っ
て
も
も
う
確
認
は
し
た
か
ら
私
の
仕
事
は
終

わ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
」

　「
そ
う
い
や
人
類
種
と
機
凱
種
の
間
に
ま
た
誓
い
が
結
ば
れ
る
ま
で
と
か
言
っ

て
た
な
。
・
・
・
ち
ょ
っ
と
ま
て
、
機
凱
種
は
自
分
の
意
思
で
『
新
造
機
構
』
を

使
わ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
な
。
な
ら
な
ん
で
あ
ん
た
は
繁
殖
し
て
る
」

新
機
体
製
造

こ

づ

く

り

　
空
は
自
身
が
絶
大
な
被
害
を
受
け
た
機
凱
種
の
『

』
案
件
を
思
い
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出
し
そ
れ
が
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
。

　「
え
っ
、
だ
っ
て
あ
れ
は
他
の
機
凱
種
の
勝
手
で
私
は
了
承
し
た
訳
じ
ゃ
な
い

し
。
自
分
の
新
し
い
身
体
を
作
っ
て
も
そ
れ
は
繁
殖
に
は
な
ら
な
い
上
に
私
が

し
て
い
た
の
は
機
凱
種
の
繁
殖
じ
ゃ
な
く
て
ド
ー
ラ
家
の
血
を
繋
ぐ
行
為
だ
か

ら
問
題
な
い
で
し
ょ
?
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
他
の
機
凱
種
が
耐
久
限
界
を
越
え
て
ま
で
貫
い
て
き
た
こ

と
を
勝
手
と
言
い
切
り
自
分
の
新
し
い
体
を
作
る
の
は
問
題
な
い
と
言
っ
た
。

　「
ほ
ん
と
、
め
ん
ど
く
さ
い
な
機
凱
種
。
・
・
・
そ
れ
で
?
あ
ん
た
は
こ
れ
か
ら

ど
う
す
る
ん
だ
。
盟
約
が
履
行
さ
れ
た
ん
な
ら
あ
ん
た
は
自
由
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
」

　「
え
え
そ
う
ね
。
だ
か
ら
こ
れ
を
機
に
世
界
を
回
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
。

私
、
建
国
以
来
エ
ル
キ
ア
か
ら
出
た
こ
と
な
い
し
」

　「
お
母
様
は
私
達
と
一
緒
に
は
い
て
く
だ
さ
ら
な
い
ん
で
す
の
ね
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
が
エ
ル
キ
ア
か
ら
出
て
世
界
を
回
る
こ
と
を
寂
し
く
思
い
ス

テ
フ
は
そ
ん
な
言
葉
を
口
に
し
て
い
た
。

　「
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
。
あ
ん
た
、
機
凱
種
の
私
を
母
親
と
呼
ん
で
く
れ
る
の
?
」

　「
は
い
。
母
親
が
機
凱
種
だ
っ
た
程
度
、
空
達
の
や
ら
か
し
て
き
た
事
に
比
べ

れ
ば
些
細
な
事
で
す
わ
。
で
す
の
で
、
例
え
お
母
様
の
身
体
が
エ
ク
ス
マ
キ
ナ
で

あ
っ
て
も
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
さ
ん
は
私
の
お
母
様
で
す
わ
」

　
ス
テ
フ
は
自
身
の
母
親
が
エ
ク
ス
マ
キ
ナ
で
あ
る
こ
と
を
些
細
な
事
と
言
っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
空
と
白
、
は
て
に
は
ジ
ブ
リ
ー

ル
や
い
ず
な
に
関
わ
っ
て
き
た
お
か
げ
だ
ろ
う
。

　「
ま
あ
、
そ
れ
で
ほ
だ
さ
れ
て
世
界
を
回
る
の
を
止
め
る
か
と
い
っ
た
ら
止
め

な
い
け
ど
。
そ
う
ね
、
写
真
で
も
と
り
ま
し
ょ
う
か
。
私
と
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
、
二

人
が
写
っ
た
の
を
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
な
ん
て
ど
う
?
」

　「
私
と
お
母
様
と
の
写
真
で
す
の
?
」

　「
ダ
メ
か
し
ら
?
」

　「
え
え
、
構
い
ま
せ
ん
わ
。
お
母
様
と
の
初
め
て
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
し
」

　
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
の
了
承
を
得
る
と
、
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
の
隣
に

立
ち
一
つ
の
ビ
ッ
ト
を
前
面
に
静
止
さ
せ
る
。
ビ
ッ
ト
に
は
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
が

付
い
て
お
り
こ
の
ビ
ッ
ト
て
写
真
を
撮
る
よ
う
で
。
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
ス
テ
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フ
ァ
ニ
ー
に
横
か
ら
抱
き
つ
く
よ
う
な
体
勢
で
写
真
を
撮
る
。
す
る
と
ビ
ッ
ト

の
隙
間
か
ら
一
枚
の
写
真
が
排
出
さ
れ
、
そ
の
写
真
に
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
と
ス
テ

フ
ァ
ニ
ー
が
仲
の
良
さ
そ
う
な
姿
が
映
っ
て
い
た
。

　「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
が
お
母
様
の
分
の
写
真
は
よ
ろ
し
い
ん
で

す
の
?
」

　
排
出
さ
れ
た
写
真
は
ス
テ
フ
の
分
だ
け
で
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
分
は
な
か
っ
た
。

　「
私
は
撮
影
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
れ
る
わ
。
・
・
・
そ
れ

じ
ゃ
あ
も
う
行
く
け
ど
、
あ
ん
ま
り
無
理
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
よ
?
」

　「
そ
れ
は
其
処
の
ダ
メ
人
間
に
よ
り
ま
す
わ
。
で
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
に
も
ま
だ
家
族
が
い
る
と
判
っ
た
だ
け
で
も
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
す

わ
」

　
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
の
言
葉
を
最
後
に
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
そ
の
場
を
あ
と
に
し
た
。

　「
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
わ
ね
」

　「
あ
あ
、・
・
・
と
こ
ろ
で
イ
ミ
ル
ア
イ
ン
、
お
前
は
い
つ
ま
で
居
る
つ
も
り
だ

?
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
居
な
く
な
っ
た
あ
と
空
は
イ
ミ
ル
ア
イ
ン
の
ガ
チ
告
白
に

お
の
の
く
事
に
な
る
。

　　　
＊
＊
＊
＊
＊

　　
恐
ら
く
は
し
ば
ら
く
戻
る
事
の
な
い
だ
ろ
う
エ
ル
キ
ア
の
街
並
み
を
ス
テ
ル

ヴ
ィ
ア
は
自
身
の
心
に
留
め
、
昔
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
、
す
る

と
。

　　「
逆
じ
ゃ
!
帆
楼
は
、
帆
楼
の
創
っ
た
者
に
さ
え
、
遅
れ
て
お
る
で
は
な
い
か

!
」

　
其
処
に
は
自
身
が
創
っ
た
者
、
機
凱
種
よ
り
心
に
対
し
て
理
解
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
を
笑
い
な
が
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
帆
楼
を
見
つ
け
た
。

　
そ
ん
な
帆
楼
を
や
さ
し
く
見
つ
め
な
が
ら
、
自
分
達
機
凱
種
の
母
も
こ
れ
か
ら

転
移
き

多
く
の
事
を
知
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
静
か
に
そ
の
場
か
ら

え
た
。
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＊
＊
＊
＊

　
〜
エ
ル
キ
ア
上
空
〜

　　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
エ
ル
キ
ア
の
空
を
ゆ
っ
く
り
と
風
を
程
よ
く
感
じ
る
程
度

の
速
度
で
移
動
し
て
い
た
。

　「
さ
て
、
ま
ず
は
何
処
か
ら
回
ろ
う
か
し
ら
?
」

　
世
界
を
回
る
と
は
決
め
て
は
い
た
も
の
の
ど
う
い
っ
た
順
番
で
回
る
か
は
全

く
決
め
て
い
な
か
っ
た
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
困
っ
て
い
た
。

　「
う
ー
ん
。
や
っ
ぱ
り
東
部
連
合
か
ら
か
し
ら
?
あ
そ
こ
は
機
械
科
学
が
進
ん

で
る
っ
⁉
」

　
目
的
地
を
東
部
連
合
に
決
め
、
其
処
に
向
か
お
う
し
た
次
の
瞬
間
、
嫌
な
感
じ

に
従
い
後
ろ
を
振
り
返
る
と
。
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
す
ぐ
後
ろ
に
は
空
間
が
割
け

て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
は
人
１
人
が
す
っ
ぽ
り
入
る
大
き
さ
を
し
て
い
た
。

　「
な
っ
、
私
が
気
づ
け
な
か
っ
た
!?
そ
ん
な
っ
」

　
割
け
た
空
間
は
瞬
く
間
に
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
を
飲
み
込
む
と
割
け
て
い
た
空
間

が
閉
じ
、
其
処
に
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。
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第
１
話
、
絶
望
か
ら
の
出
航
。
え
っ
、
も
し
か
し
て
私
や
っ

ち
ゃ
っ
た
?

　　
西
暦
２
１
９
９
年
、
地
球
。

　
そ
こ
は
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
戦
場
と
化
し
て
い
た
。

　「
や
っ
た
・
・
・
!
私
で
も
や
れ
た
ん
だ
!
も
う
恐
れ
な
い
・
・
・
!
こ
の
機
体

が
あ
れ
ば
、
私
も
戦
え
る
!
」

　
人
形
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
乗
し
て
い
る
女
性
は
敵
機
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
、

す
こ
し
興
奮
状
態
に
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
こ
の
戦
闘
領
域
に
突
如
と
し
て
空
間
に
亀
裂
が
入
り
。
そ
の
場

に
い
た
全
機
に
空
間
異
常
の
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り
響
き
緊
張
が
走
る
。

　
そ
の
間
に
も
亀
裂
は
徐
々
に
大
き
く
な
り
や
が
て
二
メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
さ

に
な
る
と
そ
こ
か
ら
人
形
の
何
か
が
出
現
し
、
重
力
に
従
い
落
ち
て
い
く
が
２
０

メ
ー
ト
ル
程
落
下
し
た
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
た
。

　　
＊
＊
＊
＊

　
〜
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
〜

　「
え
っ
?
ち
ょ
っ
と
落
ち
て
っ
。
反
重
力
装
置
起
動
。
う
そ
!
エ
ラ
ー
!?
。
原

因
を
サ
ー
チ
、
結
果
、
精
霊
回
廊
の
停
止
!?
動
力
を
内
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
、

緊
急
用
バ
ッ
テ
リ
ー
併
用
。
反
重
力
装
置
再
起
動
!
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
再
起
動
さ
せ
た
装
置
で
体
勢
を
と
と
の
え
る
と
ホ
ッ
と
一

息
を
つ
い
た
。
反
重
力
装
置
の
起
動
に
伴
い
機
凱
種
の
機
械
翼
が
典
開
さ
れ
た

の
は
仕
方
の
無
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
あ
ぶ
な
か
っ
た
わ
ね
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
内
部
動
力
を
改
良
し
て
良
か
っ

た
わ
。
取
り
敢
え
ず
、
ま
ず
は
周
囲
の
精
査
と
代
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
。
そ
れ

に
伴
う
環
境
の
適
応
化
ね
。

　「
全
天
精
査
を
開
始
。
平
行
し
て
代
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
観
測
開
始
。
周
囲
環

境
に
随
時
適
応
開
始
。
・
・
・
代
用
可
能
数
は
三
種
類
。
全
て
名
称
不
明
、
面
倒

!
名
称
ス
ル
ー
、
代
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
器
官
を
精
霊
回
廊
に
代
用
。
全

天
精
査
の
結
果
は
デ
ィ
ス
ボ
ー
ド
と
の
類
似
点
無
し
か
ぁ
。
あ
と
環
境
適
応
は
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変
化
毎
に
更
新
。
次
に
攻
撃
武
装
点
検
、
使
用
可
能
武
装
、『
偽
典
・
焉
龍
哮
』。

『
偽
典
・
天
撃
』。『
偽
典
・
天
移
』。
っ
て
３
つ
だ
け
っ
‼
し
か
も
威
力
が
半
分
以

下
!?
う
そ
で
し
ょ
。
な
ら
防
御
武
装
点
検
、・
・
・
・
・
・『
久
遠
第
四
加
護
』
以

外
、
機
能
凍
結
・
・
・
」

　　
〜
ヤ
マ
ト
〜

　　「
状
況
は
?
」

　「
現
在
ア
ン
ノ
ウ
ン
は
静
止
状
態
を
維
持
。
動
き
、
あ
り
ま
せ
ん
」

　
ヤ
マ
ト
の
管
制
室
で
は
突
如
現
れ
た
ア
ン
ノ
ウ
ン
（
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
）
の
観
測

を
し
て
い
た
。
ガ
ミ
ラ
ス
と
の
戦
闘
中
に
空
間
の
裂
け
目
か
ら
現
れ
た
機
械
の

翼
を
持
っ
た
人
形
の
存
在
が
果
た
し
て
ガ
ミ
ラ
ス
の
援
軍
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他

勢
力
の
も
の
か
分
か
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。

　「
艦
長
、
ア
ン
ノ
ウ
ン
を
攻
撃
し
ま
し
ょ
う
。
あ
れ
が
ガ
ミ
ラ
ス
の
援
軍
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
、
静
止
状
態
の
今
な
ら
」

　「
な
ら
ん
。
い
ま
ガ
ミ
ラ
ス
に
ヤ
マ
ト
の
存
在
と
位
置
を
知
ら
れ
る
訳
に
は
い

か
ん
。
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
警
戒
を
維
持
、
ガ
ミ
ラ
ス
の
動
き
に
も
注
意
し
て
く
れ
」

　「
ガ
ミ
ラ
ス
に
動
き
有
!
ア
ン
ノ
ウ
ン
に
攻
撃
を
開
始
!
」

　　
〜
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
〜

　　
ん
?
あ
の
緑
の
か
ら
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
?
あ
れ
は
、
ミ
サ
イ
ル
か
な
?
っ
て
撃
っ

て
き
た
!

　　
ガ
ミ
ラ
ス
兵

　「
ア
ン
ノ
ウ
ン
に
対
し
攻
撃
を
開
始
す
る
。
・
・
・
狙
い
は
つ
い
た
・
・
・
!
」

　
や
ば
っ
、
ま
だ
動
け
る
状
態
じ
ゃ
な
い
の
に
。
・
・
・
ぶ
っ
!
ゴ
ホ
ゴ
ホ
っ
。

痛
・・・
く
は
な
い
け
ど
い
き
な
り
攻
撃
し
て
く
る
っ
て
感
じ
悪
い
わ
ね
。
全
シ
ー

ク
エ
ン
ス
再
設
定
完
了
。
反
撃
し
て
あ
げ
る
。

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア

偽
典
・
天
撃

ヒ
ー
メ
ア
ポ
ク
リ
フ
ェ
ン

典
開
レ
ー
ゼ
ン

　「【

】
ー
ー
【

】
ー
ー
【
照
準
・
偏
差
補
正
・
固
定
】
ー
ー
【
発
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射
】」

　　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
天
撃
で
、
攻
撃
を
し
て
き
た
ガ
ミ
ラ
ス
兵
と
そ
の
近
く
に
い

た
僚
機
を
巻
き
込
ん
で
蒸
発
さ
せ
た
。

　　
〜
ヤ
マ
ト
〜

　「
ガ
ミ
ラ
ス
兵
全
滅
!
ア
ン
ノ
ウ
ン
健
在
!
な
お
、
ア
ン
ノ
ウ
ン
、
目
視
に
よ
る

損
傷
、
確
認
で
き
ま
せ
ん
」

　「
な
ん
と
ゆ
う
自
己
防
御
能
力
だ
。
ガ
ミ
ラ
ス
の
ミ
サ
イ
ル
で
傷
ひ
と
つ
つ
か

ん
と
は
」

　「
そ
れ
に
ガ
ミ
ラ
ス
を
全
滅
さ
せ
た
あ
の
光
、
あ
れ
は
一
体
」

　
ヤ
マ
ト
の
乗
組
員
は
ガ
ミ
ラ
ス
の
攻
撃
に
傷
ひ
と
つ
付
か
な
い
防
御
力
、
そ
し

て
ガ
ミ
ラ
ス
を
全
滅
さ
せ
た
光
の
槍
の
威
力
に
驚
愕
す
る
。

　「
艦
長
!
ア
ン
ノ
ウ
ン
か
ら
通
信
。
ど
う
し
ま
す
か
?
」

　
乗
員
が
ア
ン
ノ
ウ
ン
を
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
見
つ
め
る
な
か
、
そ
の
ア
ン
ノ
ウ
ン

か
ら
通
信
が
来
た
と
の
連
絡
が
入
る
。

　「
・
・
・
繋
い
で
く
れ
」

　
ア
ン
ノ
ウ
ン
か
ら
の
通
信
に
艦
長
は
応
じ
る
こ
と
に
す
る
。
ガ
ミ
ラ
ス
が
ア

ン
ノ
ウ
ン
を
攻
撃
し
た
以
上
ガ
ミ
ラ
ス
側
の
存
在
で
は
な
い
と
判
断
し
た
た
め

だ
。

　『
あ
ら
、
通
信
を
繋
げ
た
の
?
反
応
し
な
か
っ
た
ら
無
理
矢
理
繋
げ
る
つ
も
り

だ
っ
た
の
だ
け
ど
、
そ
こ
の
責
任
者
は
優
秀
な
の
ね
』

　「
失
礼
だ
が
君
は
一
体
何
者
か
ね
」

　『
私
は
・・・
そ
う
ね
。
ひ
と
言
で
は
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
ね
。
た
だ
、

異
世
界
か
ら
の
迷
子
だ
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
わ
』

　「
異
世
界
か
ら
だ
と
?
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
ん
が
。
こ
ち
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
君
の
情
報
が
一
切
な
く
、
君
の
攻
撃
は
我
々
の
理
解
を
越
え
て
い
た
。
な

ら
、
君
の
言
葉
を
信
じ
る
他
無
い
か
」

　『
あ
り
が
と
う
、
そ
れ
で
?
貴
殿
方
は
私
に
ど
う
い
っ
た
行
動
を
す
る
の
か
し

ら
?
も
し
、
敵
対
行
動
を
す
る
な
ら
こ
ち
ら
も
相
応
の
行
動
を
取
ら
せ
て
も
ら
い

ま
す
』
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　「
い
や
、
我
々
は
君
に
敵
対
行
動
は
と
ら
ん
よ
。
我
々
に
は
成
さ
ね
ば
な
ら
な

い
使
命
が
あ
る
の
で
ね
」

　『
そ
う
で
す
か
。
・
・
・
な
ら
、
貴
方
達
の
使
命
と
は
な
ん
で
す
?
』

　「
艦
長
。
ガ
ミ
ラ
ス
が
送
り
込
ん
だ
ス
パ
イ
の
可
能
性
も
。
そ
れ
に
、
も
し
あ

れ
の
言
う
通
り
異
世
界
か
ら
来
た
と
し
て
も
正
体
の
分
か
ら
な
い
者
に
ヤ
マ
ト

の
使
命
を
話
す
の
は
」

　
乗
組
員
の
一
人
は
正
体
の
は
っ
き
り
と
し
な
い
相
手
は
信
用
出
来
な
い
と
、
艦

長
に
進
言
す
る
が
。

　「
こ
れ
は
勘
だ
が
、
彼
女
は
信
用
で
き
る
。
我
々
が
彼
女
に
敵
対
し
な
け
れ
ば

問
題
な
い
だ
ろ
う
」

　
艦
長
は
今
ま
で
の
経
験
か
ら
ア
ン
ノ
ウ
ン
は
信
用
で
き
る
と
判
断
し
た
。

　『
相
談
は
終
わ
り
ま
し
た
か
?
』

　「
あ
あ
、
す
ま
な
い
」

　『
い
え
、
構
い
ま
せ
ん
よ
。
集
団
で
意
見
が
別
れ
る
の
は
同
然
で
す
、
気
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
、
返
答
を
お
訊
き
し
て
も
?
』

　「
我
々
は
、
母
星
で
あ
る
地
球
を
救
う
た
め
に
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
向
か
う
の
が

目
的
だ
」

　
艦
長
で
あ
る
沖
田
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
に
ヤ
マ
ト
の
使
命
を
話
し
た
。
そ
れ
で

相
手
の
反
応
に
よ
っ
て
は
今
後
の
ヤ
マ
ト
の
助
け
に
な
る
、
そ
ん
な
気
が
し
て
い

た
か
ら
だ
。

　『
そ
れ
は
、
旅
に
出
る
と
と
ら
え
て
も
?
』

　「
か
ま
わ
な
い
、
そ
れ
で
?
そ
れ
を
知
っ
た
君
は
ど
う
す
る
の
か
ね
?
」

　『
私
は
貴
殿
方
が
私
に
攻
撃
を
し
な
い
な
ら
そ
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
気
が
変
わ
っ
た
わ
』

　
そ
の
言
葉
に
ヤ
マ
ト
の
乗
組
員
に
戦
慄
が
走
る
。
だ
が
、
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
か
ら

出
た
言
葉
は
。

　『
私
を
貴
殿
方
の
旅
に
同
行
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
し
ら
?
』

　
な
ん
と
、
ヤ
マ
ト
へ
の
同
行
を
願
い
出
る
も
の
だ
っ
た
。

　「
理
由
を
聞
い
て
も
?
」

　『
私
は
元
々
世
界
を
旅
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
の
。
で
も
、
い
ざ
何
処
か
ら
回

る
か
迷
っ
て
い
た
ら
い
き
な
り
空
間
の
亀
裂
に
飲
ま
れ
て
ね
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
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に
吐
き
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
。
な
ら
い
っ
そ
こ
の
世
界
を
回
ろ
う
と
思
っ
て
』

　「
そ
れ
は
つ
ま
り
我
々
の
旅
に
便
乗
す
る
と
い
う
こ
と
か
な
?
」

　『
え
え
、
そ
の
通
り
よ
。
ダ
メ
か
し
ら
?
』

　「
艦
長
、
い
か
が
し
ま
し
ょ
う
」

　「
私
は
反
対
で
す
。
あ
の
よ
う
な
者
」

　「
自
分
は
賛
成
で
す
。
今
後
、
ガ
ミ
ラ
ス
の
攻
撃
は
激
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
れ
の
戦
力
は
我
々
に
は
わ
た
り
に
船
と
考
え
ま
す
」

　「
艦
長
」

　「
彼
女
の
提
案
を
受
け
る
。
こ
れ
は
艦
長
命
令
で
あ
る
」

　
艦
長
の
一
声
で
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
ヤ
マ
ト
へ
の
乗
艦
が
可
決
し
た
。

　「
と
い
う
こ
と
だ
。
我
々
は
貴
殿
の
同
行
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
」

　『
寛
大
な
お
心
遣
い
、
感
謝
し
ま
す
。
え
っ
と
、
そ
う
言
え
ば
お
名
前
を
聞
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
お
伺
い
し
て
も
?
』

　
〜
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
〜

　
ま
さ
か
突
然
現
れ
た
私
を
受
け
入
れ
る
な
ん
て
、
さ
っ
き
の
緑
の
は
警
告
無
し

で
撃
っ
て
き
た
か
ら
対
処
し
た
け
ど
。
そ
れ
に
し
て
も
。
あ
れ
、
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
な
の
か
な
?
私
み
た
い
な
の
に
は
す
ぐ
に
わ
か
る
感
じ
だ
け
と
。

　　『
儂
は
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
艦
長
、
沖
田
十
三
と
い
う
。
し
て
貴
女
の
名
は
?
』

機
凱
種

エ
ク
ス
マ
キ
ナ

　「
私
は
、
異
世
界
デ
ィ
ス
・
ボ
ー
ド
出
身
の
位
階
序
列
十
位
、

の
最
終
番

個
体
、
名
を
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
と
い
い
ま
す
。
沖
田
艦
長
」

　『
あ
あ
、
よ
ろ
し
く
頼
む
。
だ
が
ヤ
マ
ト
は
ま
だ
発
艦
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。

少
し
待
っ
て
も
ら
え
る
か
な
?
』

　「
え
え
、
構
い
ま
せ
ん
、
私
も
急
い
で
い
る
訳
で
は
無
い
の
で
」

　　
〜
ヤ
マ
ト
〜

　　「
徳
川
君
、
状
況
は
?
」

　「
波
動
エ
ン
ジ
ン
始
動
に
は
、
や
は
り
電
力
が
・
・
・
」

　「
お
や
っ
さ
ん
!
電
力
が
来
ま
す
!
」
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　「
極
東
地
区
の
全
電
力
を
結
集
し
て
も
波
動
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
に
は
足
り
ん
は

ず
だ
ぞ
!
」

　「
こ
れ
は
」

　
発
艦
す
る
た
め
の
波
動
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
た
め
の
電
力
が
足
り
な

か
っ
た
ヤ
マ
ト
に
電
力
が
送
ら
れ
て
く
る
。

　　
〜
地
球
連
邦
極
東
菅
区
司
令
部
〜

　　「
待
っ
て
い
て
く
れ
、
沖
田
君
!
北
米
、
ア
フ
リ
カ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
各
ブ
ロ
ッ

ク
が
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ヤ
マ
ト
に
送
っ
て
く
れ
て
い
る
!
地
球
中
が
ヤ
マ

ト
の
出
航
に
望
み
を
懸
け
て
い
る
の
だ
!
」

　　
〜
ヤ
マ
ト
〜

　　「
波
動
エ
ン
ジ
ン
始
動
」

　
世
界
中
か
ら
貴
重
な
電
力
を
受
け
と
り
、
ヤ
マ
ト
は
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
を
始
め

る
。

　「
機
関
始
動
!
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
接
続
!
出
圧
上
昇
!
９
０
・
・
・
９
６
・
・
・

１
０
０
・
・
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
充
填
１
２
０
％
!
」

　「
波
動
エ
ン
ジ
ン
、
回
転
数
良
好
!
行
け
ま
す
!
」

　
そ
こ
へ
、
大
型
の
弾
道
弾
が
表
れ
る
。

　「
惑
星
間
弾
道
弾
捉
え
ま
し
た
!
」

　「
船
体
、
起
こ
せ
!
偽
装
解
除
!
」

　
偽
装
で
あ
る
朽
ち
た
船
の
姿
を
脱
ぎ
捨
て
、
ヤ
マ
ト
は
本
来
の
姿
を
表
す
。

　「
敵
、
惑
星
間
弾
道
弾
を
こ
こ
で
迎
撃
す
る
!
主
砲
、
発
射
準
備
!
」

　「
主
砲
発
射
準
備
!
」

　「
抜
錨
!
ヤ
マ
ト
、
発
進
!
」

　「
抜
錨
!
ヤ
マ
ト
、
発
進
し
ま
す
!
」

　
　
抜
錨
し
た
ヤ
マ
ト
は
宙
に
浮
き
主
砲
を
弾
道
弾
に
向
け
る
。

　「
主
砲
、
発
射
!
」

　
ヤ
マ
ト
か
ら
放
た
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
砲
は
弾
道
弾
に
直
撃
し
弾
道
弾
を
爆
発
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さ
せ
る
。

　「
波
動
防
壁
、
解
除
!
ヤ
マ
ト
に
損
傷
な
し
!
」

　
ヤ
マ
ト
は
弾
道
弾
の
爆
発
を
波
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
防
壁
を
展
開
し
防

い
だ
。

　「
つ
い
に
目
覚
め
た
の
ね
・
・
・
お
願
い
ね
、
ヤ
マ
ト
・
・
・
。
地
球
の
人
達
の

希
望
を
・
・
・
」

　
人
形
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
乗
っ
て
い
た
女
性
・
・
・
チ
ト
セ
に
通
信
連
絡
が
入
る
。

　『
・
・
・
如
月
千
歳
三
尉
ト
ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
ニ
　
ヤ
マ
ト
ヘ
ノ
　
乗
艦
ヲ
　
命
ズ

ル
・
・
・
』

　「
こ
れ
っ
て
略
式
の
命
令
書
・・・
?
い
き
な
り
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
・・・
」

　
目
の
前
で
ヤ
マ
ト
の
ハ
ッ
チ
が
開
く
。

　「
着
艦
ハ
ッ
チ
が
開
い
た
・
・
・
進
む
し
か
な
い
の
ね
。
行
こ
う
、
ヴ
ァ
ン
グ
レ

イ
。
あ
な
た
が
い
れ
ば
、
き
っ
と
や
れ
る
・
・
・
!
」

　
チ
ト
セ
は
開
い
た
ハ
ッ
チ
か
ら
ヤ
マ
ト
へ
乗
艦
し
た
。
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
も

ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
の
後
ろ
か
ら
乗
艦
す
る
。

　「
こ
れ
よ
り
我
々
は
地
球
を
発
ち
、
遥
か
１
６
万
８
０
０
０
光
年
彼
方
の
イ
ス

カ
ン
ダ
ル
へ
向
か
う
!
総
員
、
心
し
ろ
!
ヤ
マ
ト
の
戦
い
は
、
今
こ
の
時
よ
り
始

ま
る
!
」

　
〜
ヤ
マ
ト
格
納
庫
〜

　「
ふ
う
、
着
艦
ま
で
オ
ー
ト
で
や
っ
て
く
れ
る
な
ん
て
、
ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
っ
て
便

利
な
機
体
ね
」

　
ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
に
肝
心
し
て
い
る
チ
ト
セ
の
元
に
一
人
の
男
が
走
っ
て
く
る
。

　「
チ
ト
セ
ち
ゃ
ん
!
チ
ト
セ
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
な
!
」

　「
叢
雲
三
尉
!
ど
う
し
て
こ
こ
に
⁉
」

　「
ど
う
し
た
も
こ
う
し
た
も
な
い
ぜ
。
ガ
ミ
ラ
ス
が
来
た
ん
で
退
避
ブ
ロ
ッ
ク

に
避
難
し
た
ら
、
研
究
所
の
お
っ
さ
ん
達
が
チ
ト
セ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
っ
て
大
騒

ぎ
し
て
た
ん
だ
!
」

　「
良
か
っ
た
、
皆
さ
ん
無
事
だ
っ
た
ん
だ
!
」

　
チ
ト
セ
は
研
究
所
の
人
達
の
無
事
に
安
堵
す
る
。

　「
で
、
お
っ
さ
ん
達
に
頼
ま
れ
て
俺
は
チ
ト
セ
ち
ゃ
ん
を
探
し
に
来
た
ん
だ
が
。

端
末
に
ヤ
マ
ト
に
乗
れ
っ
て
い
う
命
令
が
急
に
入
っ
た
ん
で
、
仕
方
な
く
乗
り
込
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ん
だ
訳
だ
」

　「
私
と
同
じ
だ
・
・
・
き
っ
と
出
航
前
に
欠
員
が
出
来
た
ん
で
慌
て
て
乗
員
の
補

充
を
行
っ
た
ん
で
す
ね
」

　「
違
う
と
思
う
け
ど
」

　「
う
お
っ
!?
あ
ん
た
一
体
何
処
か
ら
」

　「
何
処
っ
て
、
こ
の
子
の
後
ろ
に
居
た
け
ど
、
気
付
か
な
か
っ
た
の
?
」

　「
あ
あ
、
す
ま
な
い
」

　「
あ
っ
、
貴
女
!?
ガ
ミ
ラ
ス
を
全
滅
さ
せ
た
ア
ン
ノ
ウ
ン
!
」

　「
な
に
!
」

　
叢
雲
は
思
わ
ず
身
構
え
る
が
、
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
気
に
し
て
は
あ
ま
り
い
な
い

よ
う
で
。

　「
女
性
に
対
し
て
そ
の
反
応
は
失
礼
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」

　「
・
・
・
そ
こ
ま
で
だ
」

　「
あ
な
た
達
は
完
全
に
包
囲
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」

　
い
つ
の
間
に
か
三
人
は
周
り
を
か
こ
ま
れ
て
い
た
。

　「
あ
ら
、
貴
方
達
は
誰
か
し
ら
?
」

　「
我
々
は
ヤ
マ
ト
の
保
安
部
。
自
分
は
隊
長
の
伊
藤
真
也
ニ
尉
だ
。
こ
れ
よ
り

密
航
者
の
身
柄
を
拘
束
す
る
」

　「
密
航
者
っ
て
・
・
・
私
達
の
事
で
す
か
!?
」

　「
乗
艦
許
可
も
な
い
人
間
が
、
こ
こ
に
い
る
以
上
、
そ
う
判
断
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
」

　「
な
ら
、
私
は
関
係
無
い
わ
ね
。
艦
長
か
ら
乗
艦
許
可
は
頂
い
て
い
ま
す
し
。

人
で
も
な
い
か
ら
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
が
そ
の
場
を
後
に
し
よ
う
と
す
る
。

　「
待
ち
た
ま
え
、
む
し
ろ
君
こ
そ
を
拘
束
さ
せ
て
も
ら
う
」

　「
あ
ら
」

　「
マ
ジ
か
よ
」

　「
そ
ん
な
、
私
達
は
命
令
に
従
っ
た
だ
け
な
の
に
」

　
　
保
安
部
の
面
々
は
三
人
を
連
れ
て
奥
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。

　
〜
ヤ
マ
ト
応
接
室
〜

　「「「
・
・
・
・
・
・
・
・
」」」
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三
人
は
ヤ
マ
ト
の
応
接
室
で
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
た
。

　「
い
い
加
減
に
本
当
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
?
」

　「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
話
し
た
事
が
全
て
で
す
。
私
は
自

主
的
に
あ
の
ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
で
戦
っ
て
、
命
令
が
来
た
か
ら
、
ヤ
マ
ト
に
乗
り
込

ん
だ
。
そ
れ
だ
け
で
す
」

　「
そ
う
い
わ
れ
て
も
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
色
々
と
不
明
な
点
が
多
い
の
は
事
実

で
す
」

　「
そ
の
不
明
な
点
と
い
う
の
は
私
達
に
は
聴
か
せ
ら
れ
な
い
事
な
の
か
し
ら
?

私
達
は
命
令
に
従
っ
た
、
そ
れ
を
密
航
者
と
言
わ
れ
れ
ば
こ
ち
ら
と
し
て
も
対
応

を
考
え
ま
す
が
」

　「
そ
の
必
要
は
な
い
、
星
名
准
尉
。
そ
の
三
人
は
釈
放
だ
。
彼
ら
の
身
柄
は
戦

術
長
に
預
け
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
よ
」

　「
本
当
で
す
か
!
」

　「
あ
あ
、
僕
が
戦
術
長
の
古
代
進
一
尉
だ
。
君
達
の
事
は
僕
に
一
任
さ
れ
た
。

そ
れ
で
、
ま
ず
君
の
機
体
・
・
・
あ
の
ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
に
つ
い
て
色
々
と
聞
き
た

い
事
が
あ
る
。
そ
ち
ら
の
叢
雲
三
尉
と
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
さ
ん
と
共
に
格
納
庫
へ

来
て
も
ら
う
」

　「
了
解
で
す
!
」

　「
お
つ
き
あ
い
し
ま
し
ょ
う
」

　
如
月
千
歳
、
叢
雲
総
司
、
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
三
名
は
古
代
進
一
尉
に
連
れ
ら
れ

て
格
納
庫
に
向
か
っ
た
。

　
〜
ヤ
マ
ト
格
納
庫
〜

　
四
人
が
格
納
庫
に
つ
く
と
。

　「
真
田
副
長
、
如
月
千
歳
三
尉
と
叢
雲
総
司
三
尉
、
そ
れ
と
・
・
・
例
の
ア
ン
ノ

ウ
ン
の
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
さ
ん
を
連
れ
て
き
ま
し
た
」

　「
ご
苦
労
だ
っ
た
な
、
古
代
」

　
副
長
と
呼
ば
れ
た
男
を
含
め
た
数
人
が
お
り
。
ど
う
や
ら
チ
ト
セ
を
待
っ
て

い
た
よ
う
だ
。

　「
如
月
三
尉
。
私
は
ヤ
マ
ト
の
副
長
、
な
ら
び
に
技
術
長
の
真
田
志
郎
三
佐
だ
。

こ
ち
ら
の
新
見
一
尉
と
君
の
機
体
を
調
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」

　「
情
報
長
の
新
見
一
尉
で
す
。
よ
ろ
し
く
」
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　「
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　「
全
て
は
艦
長
の
ご
判
断
だ
。
艦
長
は
君
の
機
体
に
興
味
を
持
た
れ
た
ら
し

い
。
も
っ
と
も
、
君
の
後
ろ
に
い
る
御
令
嬢
の
ほ
う
が
私
達
は
興
味
が
あ
る

が
・
・
・
」

　「
あ
ら
、
御
令
嬢
だ
な
ん
て
、
お
上
手
で
す
ね
。
で
も
令
嬢
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
只
の
旅
人
で
す
」

　「
そ
う
か
、
し
か
し
そ
の
言
葉
使
い
は
や
め
て
貰
お
う
。
聞
い
て
い
て
違
和
感

が
あ
る
。
素
の
言
葉
使
い
で
構
わ
な
い
」

　「
あ
れ
?
気
に
入
ら
な
か
っ
た
?
、
初
対
面
だ
し
出
き
る
だ
け
お
し
と
や
か
に

振
る
舞
っ
て
た
ん
だ
け
ど
」

　
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
は
少
し
使
っ
た
言
葉
使
い
を
や
め
て
元
の
言
葉
使
い
に
戻
す
。

　「
そ
れ
で
ま
ず
は
、
こ
の
機
体
に
危
険
性
が
な
い
か
を
調
べ
ま
し
た
け
ど
、
そ
ち

ら
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　「
で
は
、
次
に
君
に
つ
い
て
だ
が
、
ガ
ミ
ラ
ス
の
攻
撃
で
も
傷
ひ
と
つ
付
か
な
い

防
御
力
に
、
ガ
ミ
ラ
ス
の
機
体
を
数
機
ま
と
め
て
蒸
発
さ
せ
る
攻
撃
の
火
力
、
ど

う
考
え
て
も
君
は
只
の
旅
人
処
か
人
間
で
す
ら
な
い
。
君
は
一
体
な
ん
な
ん
だ

?
」

　「
そ
れ
は
こ
こ
で
は
な
く
皆
さ
ん
の
い
る
場
で
話
す
べ
き
も
の
だ
と
思
う
け

ど
、
そ
れ
で
も
今
聞
き
た
い
?
」

　「
い
や
、
失
礼
し
た
。
君
の
事
は
ま
た
後
程
皆
が
揃
っ
て
い
る
場
で
聞
こ
う
」

　
真
田
副
長
と
の
話
も
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
チ
ト
セ
に
話
し
か
け
る
も
の
が

い
た
。

　「
新
入
り
、
お
前
は
と
り
あ
え
ず
航
空
隊
の
配
属
に
な
っ
た
」

　「
え
っ
と
、
貴
方
は
・
・
・
」

　「
・
・
・
俺
は
航
空
隊
隊
長
、
加
藤
三
郎
ニ
尉
だ
」

　「
同
じ
く
副
隊
長
の
篠
原
弘
樹
三
尉
だ
。
よ
ろ
し
く
な
」

　「
如
月
千
歳
三
尉
で
す
。
未
熟
な
新
米
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!
」

　「
で
は
、
加
藤
。
顔
合
わ
せ
も
す
ん
だ
の
で
、
後
は
任
せ
る
」

　「
行
く
ぞ
、
古
代
、
新
見
君
。
そ
ろ
そ
ろ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
時
間
だ
。
あ
と
、

如
月
三
尉
・・・
。
君
の
機
体
は
特
殊
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
認
証
シ
ス
テ
ム
ら
し
く
、
君

以
外
の
人
間
で
は
戦
術
起
動
は
無
理
ら
し
い
。
時
間
が
取
れ
た
ら
解
析
に
付
き
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合
っ
て
も
ら
う
ぞ
」

　「
了
解
で
す
。
私
も
ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
の
事
を
知
り
た
い
の
で
喜
ん
で
」

　　
〜
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
〜

　
な
ん
か
、
私
空
気
じ
ゃ
な
い
?
気
の
せ
い
か
し
ら
、
に
し
て
も
、
如
月
千
歳
・・・

チ
ト
セ
ち
ゃ
ん
は
元
気
な
子
ね
、
黒
肌
の
男
の
人
・
・
・
叢
雲
総
司
。
あ
れ
は
う

ん
、
女
の
敵
ね
。

　
・
・
・
で
す
が
。
ヴ
ァ
ン
グ
レ
イ
・
・
・
今
は
そ
う
呼
び
ま
す
が
貴
女
も
ま
た

無
茶
を
し
ま
し
た
ね
。

　
・
・
・
・
・
・
・

　
ヤ
マ
ト
に
ハ
ッ
キ
ン
グ
し
て
乗
艦
許
可
の
命
令
書
を
偽
装
し
て
ハ
ッ
チ
を
開

け
る
な
ん
て
。

　
・
・
・
・
・
・
・

　
そ
う
で
す
か
。
何
か
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
手
伝
い
ま
す
よ
。

　
・
・
・
・
・
・
・

　
フ
フ
ッ
、
え
え
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
・
・
・
・
・
・
・

　
そ
れ
で
は
ま
た
。
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第
１
．
３
話

　　　
〜
ヤ
マ
ト
・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
〜

　
格
納
庫
で
の
顔
合
わ
せ
も
す
ん
だ
の
で
私
達
三
人
は
揃
っ
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
に
召
集
さ
れ
た
訳
だ
け
ど
、
何
か
あ
る
の
か
し
ら
?
け
ど
、
格
納
庫
か

ら
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
ま
で
け
っ
こ
う
近
か
っ
た
わ
ね
。
チ
ト
セ
ち
ゃ
ん

と
話
を
す
る
暇
が
な
か
っ
た
わ
。
　
私
達
は
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
入
室

す
る
と
中
に
は
艦
長
を
含
め
た
何
人
か
既
に
集
ま
っ
て
い
た
け
ど
私
達
に
ど
ん

な
用
が
あ
る
の
か
し
ら
?

　「
皆
、
集
ま
っ
た
よ
う
だ
な
。
す
ま
な
い
が
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
三
人
に
は
自

己
紹
介
を
し
て
も
ら
う
」

　
あ
あ
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
格
納
庫
で
個
人
的
な
挨
拶
は
し
た
け
ど
正
規
の
挨
拶

は
し
て
な
か
っ
た
わ
ね
。
ま
ず
は
叢
雲
三
尉
が
簡
単
な
自
己
紹
介
を
す
ま
せ
て
、

チ
ト
セ
ち
ゃ
ん
も
や
る
気
の
あ
る
元
気
な
自
己
紹
介
を
終
わ
ら
せ
て
私
の
番
に

な
っ
た
訳
だ
け
ど
。
さ
て
、
私
は
ど
ん
な
自
己
紹
介
に
し
よ
う
か
し
ら
。
・
・
・

や
っ
ぱ
り
あ
れ
か
し
ら
。

　「
最
後
は
私
ね
。
私
は
こ
こ
と
は
違
う
世
界
、
デ
ィ
ス
・
ボ
ー
ド
か
ら
来
ま
し
た

機
凱
種

エ
ク
ス
マ
キ
ナ

と
呼
ば
れ
る
種
族
。
そ
う
で
す
ね
、
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
機
械
生
命
体

と
で
も
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
宜
し
い
か
と
。
名
前
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
と
言
い

ま
す
」

　
簡
潔
な
自
己
紹
介
を
す
ま
せ
て
ま
わ
り
を
右
か
ら
左
に
全
員
を
見
渡
し
て
。

　「
・
・
・
何
か
質
問
が
有
れ
ば
質
疑
応
答
と
い
う
か
た
ち
で
受
け
ま
す
が
、
何
か

質
問
は
あ
り
ま
す
か
?
」

　
す
る
と
一
人
が
手
を
挙
げ
て
。

　「
ま
ず
は
自
分
が
、・
・
・
貴
女
が
居
た
と
い
う
そ
の
デ
ィ
ス
・
ボ
ー
ド
と
は
一

体
ど
ん
な
世
界
で
す
?
」

　
あ
ら
?
私
の
事
じ
ゃ
な
く
て
私
の
居
た
世
界
の
事
を
知
り
た
い
な
ん
て
、
何
か

利
用
で
き
る
技
術
や
理
論
が
あ
れ
ば
知
り
た
い
の
か
、
只
の
知
的
好
奇
心
な
の

か
。
・
・
・
ま
あ
い
い
わ
、
反
応
次
第
で
ど
こ
ま
で
話
す
か
だ
け
ど
・
・
・
直
接

聞
け
ば
い
い
わ
ね
。
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　「
そ
れ
は
、
異
世
界
に
興
味
が
あ
る
か
ら
で
す
か
?
そ
れ
と
も
、
利
用
で
き
る
も

の
が
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
か
ら
で
す
か
?
」

　
私
の
質
問
を
質
問
で
返
す
発
言
に
何
人
か
は
眉
を
ひ
そ
め
た
け
ど
、
質
問
し
た

人
は
そ
う
で
も
無
い
み
た
い
ね
。

　「
・・・
も
し
、
利
用
で
き
る
技
術
が
あ
る
の
な
ら
利
用
し
た
い
気
持
ち
も
あ
る
。

私
達
は
例
え
異
星
、
異
世
界
の
技
術
を
使
っ
て
も
地
球
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
程
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
異
世
界
に
興
味
が
無
い
訳
で
は
な
い

の
も
確
か
だ
。
私
も
男
だ
、
か
つ
て
少
年
時
代
胸
を
踊
ら
せ
た
異
世
界
を
題
材
に

し
た
物
語
、
異
世
界
と
い
う
ロ
マ
ン
が
実
際
に
あ
る
と
知
っ
て
そ
の
世
界
を
知
り

た
い
、
ど
ん
な
生
き
物
が
生
息
し
ど
ん
な
法
則
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
そ
う
考

え
る
と
年
甲
斐
も
な
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」

　「
地
球
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
の
私
達
の
立
場
で
異
世
界
ロ
マ
ン
な
ど

と
、
不
謹
慎
だ
」

　「
私
は
む
し
ろ
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
知
性
在
り
し
者
に
と
っ
て
ロ
マ
ン
や
好

奇
心
は
新
し
い
発
見
の
始
ま
り
で
す
。
い
い
事
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
ヤ
マ
ト
の
乗
員
は
真
面
目
な
の
ば
か
り
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
方
も

ち
ゃ
ん
と
居
る
の
ね
。

　「
そ
れ
で
、
私
の
居
た
世
界
に
つ
い
て
で
す
が
先
ず
は
ど
の
よ
う
な
事
を
詳
し

く
知
り
た
い
の
で
?
」

　「
貴
女
の
世
界
を
知
り
た
い
と
言
い
ま
し
た
が
正
直
ど
の
様
な
質
問
を
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
。
で
す
の
で
貴
女
が
話
し
て
も
良
い
と
思
っ
た
内
容
を
教
え

て
欲
し
い
」

　
自
分
達
か
ら
情
報
を
聞
き
出
す
の
で
は
な
く
、
相
手
が
自
分
か
ら
情
報
を
提
供

し
た
か
た
ち
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
し
ら
?

　
ヤ
マ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
覗
い
て
み
た
感
じ
だ
と
こ
こ
に
い
る
人
達
は
軍

属
の
よ
う
だ
し
。
・・・
ヤ
マ
ト
に
あ
る
情
報
だ
け
じ
ゃ
何
と
も
し
が
た
い
し
追
々

と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　
そ
ん
な
こ
と
を
思
考
し
な
が
ら
ヤ
マ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
素
早
く
、
し
か

し
誰
に
も
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
接
続
を
切
る
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
。
彼
女
は
こ
の

世
界
に
来
た
ば
か
り
で
こ
の
世
界
の
情
報
が
な
い
と
知
識
に
よ
る
認
識
に
摩
擦
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が
生
じ
る
と
判
断
し
て
ヤ
マ
ト
に
無
断
で
接
続
し
、
こ
の
世
界
の
情
報
を
こ
っ
そ

り
閲
覧
し
て
い
た
の
だ
。
つ
ま
り
ヤ
マ
ト
と
繋
が
っ
て
い
る
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
に

も
一
切
気
付
か
れ
て
お
ら
ず
、
完
璧
な
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
ヤ
マ
ト
に
い
る
誰
に
も
気

付
か
れ
ず
に
行
っ
た
事
に
な
る
。

　「
そ
う
ね
、
こ
の
世
界
に
は
無
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
世
界
の
法
則
な
ん
て
使
え

な
い
も
の
は
説
明
し
て
も
意
味
は
な
い
し
。
今
関
わ
り
の
あ
る
私
を
含
め
た
種

族
の
話
な
ん
て
ど
う
か
し
ら
?
」

　
真
田
副
長
は
ス
テ
ル
ヴ
ィ
ア
の
言
葉
に
何
か
引
っ
掛
か
り
を
感
じ
、
思
い
至
っ

た
事
を
聞
く
こ
と
に
。

　「
・
・
・
ま
さ
か
貴
女
以
外
に
高
い
知
能
を
持
っ
た
種
族
が
い
る
の
か
」

　「
あ
ら
、
よ
く
分
か
っ
た
わ
ね
。
私
達
は
そ
の
種
族
を
総
じ
て
・
・
・
・
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